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人
生
は
短
い
。
そ
の
短
い
人
生
の
中
で
、
国

境
、
民
族
の
限
界
を
越
え
た
人
間
同
士
の
出
会

い
、
そ
の
出
会
い
か
ら
送
る
友
情
の
火
花
ほ
ど

美
し
く
、
壮
烈
な
も
の
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

風
光
明
婦
な
富
山
に
き
て
、
早
く
も
二
年
間

の
日
々
を
過
ご
し
た
。
こ
の
二
年
間
、

富
山
県

の
清
ら
か
な
自
然
風
土
と
厚
い
人
情
が
私
の
寂

し
く
、
孤
独
で
あ
る
は
ず
の
留
学
生
活
を
彩
っ

て
く
れ
た
。

春
の
宵
、
神
通
川
の
せ
せ
ら
ぎ
を
聞
き
な
が

ら
、
六
畳
の
部
屋
に
書
物
を
い
っ
ぱ
い
散
ら
か

し
て
、
先
生
に
与
え
ら
れ
た
テ

l
マ
で
論
文
を

書
く
。
机
の
灰
皿
に
煙
草
の
吸
殻
が
山
の
よ
う

ひとアズ

んマ鵬首田
忠失豆、、言葉!

第6回現代俳句協会新人賞受賞、

学
生
孫
久
富

に
積
ん
で
あ
る
。

「
喉
が
渇
い
た
ろ
う
」
と
下
宿
の
お
じ
さ
ん
が

静
か
に
部
屋
に
入
っ
て
、
赤
い
林
檎
を

一
つ
机

に
置
く
。
窓
際
で
食
べ
な
が
ら
、
奥
深
い
空
を

瞬
く
星
を
眺
め
る
と
、
遠
い
故
郷
の
父
の
顔
が

下
宿
の
お
じ
さ
ん
の
顔
と
妙
に
重
な
っ
て
く
る
。

「
よ
し
、
頑
張
ろ
う
」
と
、
再
び
机
に
向
い
、

筆
の
噛
き
の
中
で
長
い
夜
を
明
か
す
。

夏
の
目
、
立
山
の
雪
嶺
が
窓
に
映
る
研
究
室

で
、
論
文
の
構
成
を
報
告
し
な
が
ら
、
先
生
の

御
教
示
を
請
う
。
慈
愛
深
い
お
顔
、
押
付
け
る

こ
と
の
な
い
易
し
い
口
調
、
難
問
は
談
笑
の
中

に
解
け
て
し
ま
う
。

「
今
回
の
受
賞
を

一
番
喜
ん
で
く
れ
た
の
は
う
ち

の
母
。
こ
れ
で
や
っ
と
親
孝
行
で
き
ま
し
た
」
と
語

る
田
尻
睦
子
さ
ん
。
第
六
回
現
代
俳
句
協
会
新
人
賞

に
全
国
か
ら
た
だ

一
人
選
ば
れ
ま
し
た
。

今
回
新
人
賞
を
受
賞
し
た
作
品
は
「
ブ
ラ
ジ
ャ
ー

A
カ
ッ
プ
白
夜
の
猫
で
い
る
」
「
ス
カ
ー
ト
の
襲
よ

り
春
の
濡
か
し
ら
」
「
蟹
を
食
べ
胃
の
な
か
雪
が
降

っ
て
い
る
」
な
ど
三
十
首
「
毎
日
が
勉
強
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
に
興
味
を
持

っ
て
い
ま
す
」
と
い
う
だ
け

あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
み
ず
み
ず
し
い
現
代
感
覚
あ
ふ

秋
の
朝
、
透
明
な
空
気
の
中
を
、
完
成
し
た

論
文
を
携
え
て
、
先
生
に
連
れ
ら
れ
て
東
京
の

学
会
に
出
る
。
教
壇
に
立
つ
時
の
緊
張
と
興
奮
、

そ
し
て
先
生
の
励
ま
す
よ
う
な
眼
差
、
発
表
成

功
の
喜
び
、
す
べ
て
昨
日
の
よ
う
に
思
い
出
さ

れ
る
。

冬
の
晩
、

雪
が
枯
れ
野
を
包
む
と
き
、
旧
友
、

新
知
が

一
堂
に
集
ま
り
、
刺
身
、
鍋
料
理
、
ギ

ョ
ウ
ザ
を
食
べ
、
清
酒
を
飲
み
な
が
ら
、
古
今

東
西
の
話
に
花
を
咲
か
せ
る
。
時
に
は
、
顔
を

真
っ
赤
に
し
て
論
争
す
る
こ
と
も
あ
り
、
時
に

は
、
意
見
が

一
致
し
て
思
わ
ず
顔
を
綻
ば
せ
る

こ
と
も
あ
る
。
魂
の
ぶ
つ
か
り
合
い
、
心
の
融

合
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
何
気
な
い
人
間
の
出
会

い
が
純
粋
な
友
情
に
昇
華
す
る
。

れ
る
作
品
で
す
。

そ
ん
な
田
尻
さ
ん
が
俳
句
を
始
め
た
の
は
十
年
前

の
こ
と
。
根
っ
か
ら
の
読
書
好
き
で
、
小
さ
い
頃
は

親
や
兄
た
ち
に
内
緒
で
こ
っ
そ
り
と
本
を
読
む
の
が

楽
し
み
だ

っ
た
と
か
。
そ
の
時
は
小
説
家
を
志
し
て

い
ま
し
た
が
、
俳
句
の
お
も
し
ろ
さ
に
惹
か
れ
こ
の

道
に
。「

俳
句
は
自
分
の
い
い
た
い
言
葉
を
直
接
的
に
は

使
わ
ず
、

一
番
短
い
、

一
番
吟
味
さ
れ
た
言
葉
で
、

自
分
の
表
現
し
た
い
こ
と
を
相
手
に
想
像
さ
せ
る
言

二
年
間
の
留
学
生
活
は
こ
の
よ
う
な
断
片
で

綴
ら
れ
て
い
る
。
充
実
、
ま
た
か
け
が
え
の
な

い
こ
の
二
年
間
、
私
の
短
い
人
生
の
中
で
最
も

貴
重
で
、
忘
れ
ら
れ
な
い
も
の
と
な
る
で
あ
ろ

よノ
。人

生
は
短
い
、
友
情
は
無
尽
。
心
の
触
れ
合

い
で
織
り
成
し
た
絢
燭
た
る
綾
の
糸
が
国
境
、

種
族
を
乗
り
越
え
、
世
界
の
人
々
を
繋
ぐ
。

友
情
の
あ
る
と
こ
ろ
に
暗
黒
、
孤
独
な
し
、

あ
る
の
は
光
明
と
希
望
の
み
。

葉
の
遊
び
。
五

・
七
・
五
の
形
の
中
で
頭
の
中
に
果
て

し
な
く
広
が
る
物
語
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

俳
句
の
道
に
入

っ
て
言
葉
の
大
切
さ
を
改
め
て
感

じ
た
と
い
う
田
尻
さ
ん
。
ま
だ
ま
だ
修
業
中
と
謙
遜

す
る
が
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
は
意
欲
的
。
「
俳
句
に
、

評
論
に
、
自
分
の
可
能
性
を
探
っ
て
み
た
い
」
と
夢

は
広
が
り
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
み
ず
み
ず
し
い
感
性
と
チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
を
持
ち
続
け
て
い
る
三
児
の
母
は
、
こ
の
新
人

賞
を
機
に
大
き
く
は
ば
た
き
そ
う
で
す
。

ノ
ニ/ゾ1， 
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富山県-中国遼寧省、友好県省締結5周年

遼寧省友好代表団来県
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シリーズ

卑
匂回

富
山
県
と
中
国
遼
寧
省
は
、
昭
和
五
十
九
年
に
友
好

県
省
を
締
結
。
科
学
技
術
、
教
育
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
幅
広
い
分
野
で
交
流
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

今
年
は
締
結
五
周
年
に
当
た
り
、
李
長
春
省
長
を
団

長
と
す
る
友
好
代
表
団
一
行
十
七
人
が
五
月
九
日
に
来

県
し
、
知
事
省
長
対
談
、
記
念
式
典
、
講
演
会
、
記
念

物
品
の
除
幕
式
な
ど
が
行
わ
れ
、
県
か
ら
は
六
か
国
語

同
時
通
訳
装
置
一
式
、
省
か
ら
は
岨
岩
玉
製
置
物
「
群

仙
祝
寿
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
一
行
は
、
十
日
に
は
、

県
植
樹
祭
に
参
加
し
た
他
、
県
内
を
視
察
、
翌
十
一
日

は
両
県
省
の
児
童
書
画
展
を
観
賞
し
た
後
、
立
山
黒
部

ア
ル
ペ
ン
ル

l
ト
の
大
自
然
を
心
い
く
ま
で
楽
し
み
ま

し
た
。遼

寧
省
が
力
を
入
れ
て
い
る
遼
東
半
島
経
済
開
放
区

へ
の
投
資
に
つ
い
て
、
県
が
県
内
企
業
へ

P
R
を
行
う

こ
と
や
、
職
員
の
相
互
派
遣
な
ど
新
た
な
事
業
を
展
開

す
る
こ
と
で
合
意
に
達
し
、
一
層
の
交
流
を
誓
い
合
い

↓ま

1
)
h
~
。
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五
月
六
日
か
ら
五
月
十
五
日
に
か
け
て
、

シ
リ
ー
ズ
ド
ラ
マ

-m
「
熱
き
ま
な
ざ
し
」

富
山
・
砺
波
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
と
散
居
村
の
町
砺
波
を
舞

台
に
、

二
十
三
年
間
別
れ
て
い
た
父
(
田
村
高
虞
)
と

子
(
村
上
弘
明
)
の
愛
憎
を
高
校
野
球
を
通
し
て
描
い

た
人
間
ド
ラ
マ
で
来
年
二
月
十
九
日
か
ら
計
四
回
放
映

さ
れ
る
も
の
、
出
演
者
は
他
に
、
野
際
陽
子
、
永
島
瑛

子
、
ケ
ー
シ
ー
高
峰
、
梅
津
栄
な
ど
の
皆
さ
ん
で
す
。

今
か
ら
テ
レ
ビ
放
映
が
楽
し
み
に
待
た
れ
ま
す
。

N
H
K
の

の
ロ
ケ
が



EliIIi壷 ¥y@ 

緑豊かな明日をめざして
第40回富山県植樹祭開催

@ 

伏木・守山聞か便利に/
二上大橋開通

-・・・・ ?O--;;::Y¥¥園

-県道富岡環状線

「
子
と
と
も
に
植
え
る
緑
に
明
日
の
夢
」
を
テ

l
マ

に
、
五
月
十
日
、
第
四
十
回
富
山
県
植
樹
祭
が
聞
か
れ

ま
し
た
。
今
回
、
会
場
と
な
っ
た
の
は
利
賀
村
坂
上
の

広
場
で
、
林
業
関
係
者
等
約
千
三
百
人
が
参
加
。
ま
た
、

今
年
の
植
樹
祭
は
中
国
遼
寧
省
と
の
友
好
県
省
締
結
五

周
年
記
念
事
業
に
も
な
っ
て
お
り
、
式
典
に
先
立
ち
、

友
好
団
の
一
行
に
園
児
か
ら
の
花
た
ば
贈
呈
や
キ
ジ
の

放
鳥
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
中
沖
知
事
ら
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
大
子
遼

寧
省
長
が
「
植
物
を
通
じ
て
の
縁
結
ぴ
も
図
り
た
い
」

と
友
好
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
述
べ
、
引
き
続
き
、
緑
化
推
進

に
功
労
の
あ
っ
た
二
団
体
七
人
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
「
家
庭
や
職
場
、
地
域
で
積
極
的
に
緑
化
を

推
進
し
ま
す
」
と
宣
言
が
読
み
あ
げ
ら
れ
、
植
樹
に
移

り
、
タ
テ
ヤ
マ
ス
ギ
、
ト
チ
ノ
キ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
ブ
ナ

な
ど
九
種
類
千
三
百
本
の
苗
木
が
参
加
者
の
「
大
き
く

育
つ
よ
う
に
」
と
の
願
い
を
込
め
て
丁
寧
に
植
え
ら
れ

て
い
き
ま
し
た
。

4 

高
岡
市
二
上
地
区
と
国
道
二
ハ

O
号
を
結
ぶ
主
要
地

方
道
、
高
岡
環
状
線
の
小
矢
部
川
に
架
か
る
「
二
上
大

橋
」
の
完
成
式
が
四
月
十
四
日
、
現
地
で
行
わ
れ
ま
し

た
こ
の

二
上
大
橋
は
、
高
岡
短
大
や
県
工
業
技
術
セ
ン

タ
ー
な
ど
が
あ
る
二
上
地
区
と
一
六

O
号
線
を
結
ぶ
た

め
、
県
が
五
十
八
年
に
着
工
、
総
工
費
十
七
億
円
を
か

け
て
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。

橋
は
長
さ
百
六
十
七
メ
ー
ト
ル
、
幅
十
二

・
五
メ
ー

ト
ル
で
、
住
宅
地
を
通
過
す
る
こ
と
か
ら
耐
震
性
な
ど

を
考
慮
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
中
に
鋼
材
を
通
し
た
、

「
二
径
関
連
続
プ
レ
ビ

l
ム
合
成
桁
」
を
わ
が
国
で
初

め
て
取
り
入
れ
て
い
る
他
、
欄
干
に
は
か
た
か
ご
の
花

を
デ
ザ
イ
ン
し
た
パ
ネ
ル
を
設
置
、
J
品
岡
ら
し
さ
。
を

醸
し
出
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
開
通
式
に
は
、
副
知
事
、
高
岡
市
長
ら
関
係

者
約
百
五
十
人
が
出
席
、
地
元
の
保
育
園
児
六
十
人
が

み
こ
し
を
担
い
で
渡
り
初
め
を
し
、
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。
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美しい自然に恵まれた豊かな県土は、県民の誇りであり、

私たちの健康で文化的な生活は緑豊かな自然環境が、

基盤となって営まれています。

また、活力ある緑溢れる森林は、木材の生産、国土の保全、

水資源のかん養、レクリ工ーションの場の提供、

また、大気の浄化や防音などの環境の保全や

生活環境の修景美化に多様な機能を発煙しており、

私たちの生活にとって恵みの源泉であるといえます。

幸い、富山県は立山や黒部峡谷などの中部山岳国立公園や

豊かな水に育まれた緑の田園地帯など多種多様な植生に恵まれて

本州第一位の植性自然度を誇り

明確な四季とあいまって美しい県土を形成しています。

私たちは、優れた県土を守り、自然との調和を図るため、

更に良好な緑の環境保全と積極的な造成・整備に努めることが肝要です。

富
山
県
民
総
合
計
画
は
、
「
活
力
と
温
か
い

心
に
満
ち
た

美
し
い
ふ
る
さ
と
と
や
ま
」
の
創
造
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
「
花
と
縁
の
日
本

一
」
へ
の
挑
戦
は
、
こ
の
目

標
を
実
現
す
る
た
め
の
根
幹
を
な
す
も
の
と
い
え
ま
す
。

県
で
は
「
日
本

一
の
花
と
緑
の
県
づ
く
り
」
を
総
合
的

に
推
進
す
る
た
め
に
、
昭
和
六
十
年
に
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ン

を
定
め
、
そ
れ
に
沿
っ
て
様
々
な
緑
花
活
動
を
進
め
て
い

ま
す
。

グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
と
そ
の
進
展
状
況

6 

グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
に
沿
っ
て
、
昭
和
六
十
二
年
四
月
砺

波
市
に

エ
レ
ガ
ガ
ー
デ
ン
が
オ
ー
プ
ン
し
、

ま
た、

J
R

富
山
駅、

J

R
高
岡
駅
、
富
山
空
港
に
は
カ

レ
ン
ダ
ー
花

壇
が
、
県
庁
前
公
園
に
は
花
時
計
が
設
置
さ
れ
ま
し
た。

公
園
、
学
校
、
街
路
の
の
緑
化
も
進
み
、
計
画
の
達
成

率
は
お
お
む
ね
八

O
%
を
超
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
緑
花
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
有
峰
フ
ェ
ス
テ
バ
ル

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
緑
花
グ
ル
ー
プ
の
育
成
な
ど

に
も
努
め、

県
民
の
緑
花
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
き
ま
し

た

富山県グリーンプランの進捗状況

施 設 等 昭和57年度現況 実昭和績6累3年計度(A末) 平の成目2標年値度ま(日で) 達(A)成/(白率) 

緑化グループの育成 253グループ 1，532グループ 2，000グループ 76.6 

グリーンキーパーの設置 0名 311名 311名 100.0 

都 市 公 圏 598.7ha 927.1 ha 1.100.4ha 84.3 

農 村 公 圏 7.2ha 15.1ha 15.0ha 100.1 

学 校 線 化 58.8ha 62.8ha 62.8ha 100.0 

街 路 線 化 119.0km 154.5km 206.0km 75.0 

緑(サイクリンクロード道) 26.0km 69.9km 85.0km 82.2 

農 道 緑 化 o km 29.9km 40.0km 74.8 

港 湾 緑 イじ 2.6ha 6.3ha 7.2ha 87.5 

工 場 緑 化 265.0ha 381. Oha 425.0ha 89.7 
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緑豊かな県土をつくる

ト 合年度行われる主な事業 | 入・町 下山八播宇土

I.:!‘フジ

@石宮戸神明社
7ジ

とやま花の名所
〈位置図〉

今
年
度
は
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
を
引
き
続
き
す
す
め
て

い
く
と
と
も
に
、
県
土
を
さ
ら
に
豊
か
な
花
と
緑
に
包

ま
れ
た
も
の
に
す
る
た
め
、
県
民
緑
花
カ
レ
ッ
ジ
の
開

催
や
花
の
名
所
の
環
境
整
備
、
ま
た
、
植
物
公
圏
構
想

や
全
県
域
公
園
化
構
想
の
策
定
な
ど
様
々
な
緑
花
事
業

を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

近
年
、
開
発
と
都
市
化
が
進
展
す
る
中
で
、
花
や
緑

は
環
境
を
保
全
し
日
常
生
活
に
う
る
お
い
と
安
ら
ぎ
を

与
え
る
も
の
と
し
て
、
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
植
物
は
、
古
く
か
ら
重
要
な
資
源
と
し
て
利
用

さ
れ
て
き
て
お
リ
、
人
間
と
植
物
の
か
か
わ
リ
あ
い
は
、

今
後
さ
ら
に
緊
密
さ
を
増
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
こ
の
よ
う
な
植
物
の
生
態
等
を
研
究
す
る
植

物
園
と
し
て
の
機
能
と
、
植
物
そ
の
も
の
の
美
し
さ
、

う
る
お
い
を
楽
し
み
な
が
ら
、
憩
い
、
安
ら
ぐ
公
園
と

し
て
の
機
能
と
併
せ
持
つ
「
植
物
公
園
」
の
整
備
を
望

む
声
が
高
ま
り
、
県
で
は
今
年
度
そ
の
構
想
策
定
に
着

手
し
ま
す
。

植
物
公
園
整
備
の
基
本
方
向

富
山
県
に
は
、
本
州
日
本
海
側
に
分
布
す
る
、
南
方

系
・
北
方
系
植
物
の
い
ず
れ
も
が
生
育
し
て
お
リ
、
ま

た
海
抜

0
メ
ー
ト
ル
か
ら
三
千
メ
ー
ト
ル
級
の
山
々
に

至
る
ま
で
全
国
で
も
有
数
の
高
度
的
広
が
リ
を
有
す
る

県
土
で
あ
る
た
め
、
海
浜
植
物
か
ら
高
山
植
物
ま
で
の

多
様
な
植
物
も
生
育
し
て
い
る
ほ
か
、
積
雪
地
帯
特
有

の
植
物
も
見
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
本
県
の
地
域
特
性
を
生
か
し
、
県
下
各
地

の
優
れ
た
植
生
地
や
公
園
施
設
等
を
活
用
し
て
、
核
と

ー
手療月町

a、黒部峡谷
官紅葉、続緑

紅11、続線

鳳自E市

@ 富野運動公随
サクラ

ユコ，， カ
陵
、

丘
ン

野
セ

号
イ

阿
武
ス@

 

宮
叩

瞳
岬魚

婦中町県緑化センター

@サクラ、ナノハナ、コスモス

m富山市フラワーセンタ-
v 草花、lE*など

八尾町
@ 常商会口用水縫

犬山町 @ 大)11鵠燭地 サクラ

八鬼神通き〈ら機大沢野町
サクラ 血

'Wおおきわの寺家公園
ザクラ、ツツジ、車工薫

立山町

@ 称名滝

寺興

ιr 
本
な

伏
キ... 、

ジ

唯

割

引

園

W

酬¥

@

公

藤
山
ラ
¥
子
.
，
同
駐

日

h
'
悶

シ

茶

朝
‘
サ
下
フ
令
ジ

布
@
@
町
駅

四

一

@
悼
市大の

キ
谷
パ

老
ツ@

 

@ ぉ問古滅公閤サクラ

提松
ラ

シ

部

ク

ナ

磯

サ

山

川

服

@

釦

羽
4

H

'

 
ド
れ

a

@

打
@
蜘

大

イ

園

間

サ

町

公

ジ

杉

民

ア

小

娘

@ 
砺I度チューリップ公闇 t

エレコゲガーデン

庄川町サクラ、コスモス
舟戸・弁財天公踊

....，. _---:.. !:.なみ夢の平
村 ⑮_  feJ) ⑮コスモス

井滋町唖， .-

桶光町 @日 高瀬遺跡公閣 官F
ー ハナショウプ利賀村

ふ〈みつ河川公蘭 皮川徳山ダム湖
紅灘、新緑

プゥ
保
ヨ

の
シ

成
ナ

頼
川淵

@

R
民

釦

問

時

碕

高岡市@

水滋つつじ公衝

機関町@

岸波}II桜並木

サクラ

稲野町

な
る
本
国
を
中
心
に
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色
を
持
つ
公
園
を

県
内
各
地
に
配
置
し
て
、
全
体
と
し
て

一
つ
の
植
物
公

園
を
形
成
し
て
い
き
ま
す
。

憩
い
や
や
す
ら
ぎ
に
対
す
る
県
民
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り

ゃ
、
余
暇
時
間
の
増
大
な
ど
に
よ
り
、
県
民
の
緑
化
推

進
活
動
は
活
発
化
し
、
緑
花
に
対
す
る
学
習
意
欲
も
高

ま
リ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

県
で
は
、
今
年
度
新
た
に
、
県
民
だ
れ
も
が
緑
花
の

知
識
、
技
術
を
学
べ
る
よ
う
、

一
般
・
指
導
者
養
成
、

特
別
の
三
コ
ー
ス
の
講
座
が
あ
る
「
県
民
緑
花
カ
レ
ッ

ジ
」
を
開
設
し
緑
花
意
識
の
高
揚
、
生
産
学
習
体
系
の

整
備
を
図
っ
て
い
ま
す
。

全
県
域
公
園
化
構
想
と
は
、
県
土
を
う
る
お
い
に
満

ち
た
美
し
い
環
境
に
す
る
と
い
う
考
え
方
を

一
歩
進
め

た
も
の
で
あ
リ
、
県
土
を

一
つ
の
美
し
い
公
園
と
イ
メ

ー
ジ
し
、
長
期
的
展
望
に
立

っ
て
そ
の
保
全
と
活
用
を

総
合
的
か
つ
計
画
的
に
進
め
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

県
全
域
を
花
と
緑
、
清
ら
か
な
水
や
白
い
雪
で
豊
か

に
彩
る
と
と
も
に
、
県
内
各
地
域
に
お
い
て
文
化
的
環

境
づ
く
リ
や
楽
し
み
の
場
を
整
備
し
、
県
民
に
と
っ
て

公
園
の
よ
う
に
う
る
お
い
に
満
ち
た
美
し
く
快
適
な
県

土
を
訪
れ
る
人
に
と

っ
て
も
、
再
び
訪
れ
て
み
た
く
な

る
印
象
深
い
県
土
を
、
全
県
民
の
参
加
の
も
と
に
築
き

あ
げ
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で

す。

@怠山町

大山町

@ ありみね湖
紅案、新緑

@大沢野町、銀入村
神通峡県定公園

紅葉

湖ムタ
歯
眠
牧
緑

川
小
新

庄
品
明
、

村
川
寮

平
箆
紅

@
 

平材@

たいら連谷高原

@よ平村・即11験
小倉旭区車IJ匹、新緑

繊幡町

@ 
縄ヶ池

ミズバショウ
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選定番号選定地名 . 花」の種類所在 !植栽の状況等

20 高岡伏木・勝興寺 ツ/'I.キ 高岡市 ツバキ1000本

21 朝日山公園 サクフ、ツツジ 氷見市 サクう2日本ツツジ1町泳

22 光久寺茶庭 ツツジ 氷見市 ツツジ70株

23 下因子藤波神社 フジ 氷見市 フジ 5株

24 老谷と長坂の大椿 ツノてキ 氷見市 幹回り2.4mと2.0m

25 県民公園太閤山ランド アジサイ 小杉町 アジサイ植栽1却叩附

26 岸波川桜並木 サクラ 福岡町 サクラ3000本

27 くりから県定公園 サクラ 小矢部市 サクフ 1000本

28 となみ夢の平 コスモス 砺波市 コスモス65万本

29 県民公園頼成の森 /¥ナショウブ砺波市 220種、22万本

30 砺波チューリップ公 チューリッフ、カンナ 砺波市 チュ-3叩種35万本ほか
固とエレガガーデン および各種草花 各種草花7凹凹株

31 縄ヶ池 ミズ/'I.ショウ 城端町 1.3ha 

祖山ダム湖 平 村

32 圧川峡 小倉地区 紅葉・新緑 上平村 4000ha 

小牧ダム湖
平利賀村村

33 たいら連釜晶原 紅某 50ha 

34 舟戸・弁財天公園 サクラ、コスモス 庄川町 サクう2叩本、コスモ2脚本

35 晶瀬遺跡公園 /¥ナショウブ井波町 80種 2万株

36 福野菊まつり キク 福野町 出展数1300点

37 ふくみつ河川公園 サクフ 福光町 サクラ350本

選定番号|選定地名 Ir花」の種類 ;所在 |植栽の状況等

宮野運動公園 サクラ 黒部市 サクラ1000本

2 長引野丘陵 スイセン・カノコユリ 魚津市 スイセン3ha力ノコ6ha

3 行田公園 /¥ナショウフ 滑 川 市 100種5万株

4 黒部峡谷 紅業・新緑 宇奈月町 24，058ha 

5 あさひ城山公園 サクフ 朝日町 サクフ1000本

6 小摺p神明社と フジ 入善町 幹回り 2.8mと

下山八播社 幹回り 2.3m

7 磯部・松川提 サクフ 富山市 サクラ400本

8 呉羽丘陵 ナシ 富山市 214ha 

9 富山市フラワーセンター 草花・花木など 富山市 58.291 m' 

10 おおさわの寺家公園 サクラ・ツツジ・紅葉 大沢野町 67，397m' 

11 大川寺遊園地・ サクフ 大山間 サクフ433本

常西合口用水提

12 ありみね湖 紅葉・新緑 大山町 1，200同

13 称名滝 紅茶・新緑 大山町 400同

14 立山 晶山植物のお 大山町 1，300ha 

アルペンルー卜 花畑紅葉

15 八尾神通さくら提 サクラ 八尾町 サクラ700本

16 県緑化センター サクう・ナノハナ・コスモス 婦中町 サクラ240本

17 神通峡県定公園 紅葉 大沢野町 1，160ha 

18 高岡古城公園 サクラ 高岡市 サクラ2700本

19 水道つつじ公園 ツツジ 高 岡 市 ツツジ25000本
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今
年
度
新
た
に
、
景
観
、
風
致
性
、
歴
史
性
、
規
模
な
ど
に
優
れ
、

人
々
が
広
く
、
「
花
」
を
楽
し
み
、
親
し
め
る
三
十
七
ヶ
所
を
「
と
や
ま

花
の
名
所
に
選
定
し
ま
し
た
。

選
定
さ
れ
た
箇
所
は
、

①
「
花
」
に
由
緒
が
あ
る
な
ど
古
く
か
ら
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
る
と

こ
ろ

②
「
花
」
が
、
自
然
景
観
と

一
体
と
な
っ
て
優
れ
た
風
致
性
を
持
っ
た

と
こ
ろ

③
「
花
」
の
自
生
地
、
生
産
地
で
あ
る
と
こ
ろ

④
公
固
な
ど
の
施
設
が
あ
リ
、
特
徴
あ
る
「
花
」
を
楽
し
め
る
と
こ
ろ

な
ど
で
県
民
が
広
く
気
軽
に
利
用
で
き
る
と
こ
ろ
で
す
。

な
お
、
県
て
は
、
「
と
や
ま
花
の
名
所
」
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
平
成
二
年

春
に
作
成
し
、
広
く
県
内
外
に

P
R
す
る
予
定
で
す
。
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氷
見
市

木

y
話
f
T
!
マ
い
ま
す

山
に
映
え
る
き
れ
い
な
緑
。
た
だ
放
っ
て
お
く
と
雑

然
と
し
た
雑
木
林
と
な
り
ま
す
が
、
手
入
れ
さ
れ
た
山

林
は
歩
い
て
い
て
も
さ
わ
や
か
。
見
る
人
の
心
を
和
ま

せ
て
く
れ
ま
す
。

そ
う
し
た
中
、
林
業
を
始
め
て
五
十
余
年
と
い
う
の

が
氷
見
市
在
住
の
中
田
市
郎
さ
ん
m
川
。
今
で
も
三
日
の

う
ち
二
日
は
山
に
行
っ
て
木
の
手
入
れ
を
し
て
い
る
と

あ
っ
て
元
気
そ
の
も
の
、
年
を
ま
っ
た
く
感
じ
さ
せ
ま

せ
ん
。
現
在
も
指
導
林
家
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

よ
く
、
林
業
は
先
の
長
い
仕
事
、
百
年
、
二
百
年
先

を
見
て
や
ら
な
い
と
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
中
国
さ
ん
が

今
、
育
て
て
い
る
ポ
カ
杉
も
一
本
出
荷
で
き
る
ま
で
に

は
最
低
で
も
二
十
五
年
ほ
ど
か
か
る
と
か
。
年
間
で
百

i
百
五
十
本
。
山
全
体
で
一
万
本
余
り
の
木
を
一
人
前

に
育
て
て
い
る
中
田
さ
ん
の
苦
労
も
ひ
と
し
お
で
す
。

山
で
実
際
に
行
っ
て
い
る
作
業
は
、
植
林
、
根
曲
が

り
の
防
止
、
間
伐
、
下
草
刈
り
、
伐
採
な
ど
で
す
が
、

中
田
市
郎
さ
ん

特
に
植
林
は
、
切
っ
た
ら
必
ず
植
え
な
い
と
後
が
た

い
へ
ん
。
山
が
丸
坊
主
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

「こ

の
山
、
木
、
ど
れ
も
私
が
天
か
ら
借
り
て
い
る
も
の
。

こ
の
豊
か
な
緑
、
自
然
を
し
っ
か
り
と
守
り
後
世
に
受

け
継
が
な
い
と
」
と
語
る
中
田
さ
ん
。
中
田
さ
ん
が
今

植
林
し
て
い
る
苗
木
は
息
子
さ
ん
が
し
っ
か
り
と
後
を

継
い
で
く
れ
る
そ
う
で
す
。

「
毎
日
、
木
と
相
談
し
な
が
ら
仕
事
し
と
る
が
で
す
。

明
日
も
ま
た
行
っ
て
き
ま
す
ち
ゃ
」
と
い
う
中
田
さ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
木
と
話
し
な
が
ら
の
作
業
は
続
き
そ
う
で

す
。
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街
角
み
え
7
ンス、

V
ま

τぇ
富山市

富
山
市
清
水
町
。
近
く
を
い
た
ち
川
が
流
れ
る
閑
静

な
住
宅
街
を
彩
っ
て
い
る
の
が
美
容
院
を
営
ん
で
い
る

高
崎
ス
ミ
子
さ
ん
の
お
宅
。
白
い
家
と
ベ
ラ
ン
ダ
に
咲

き
乱
れ
る
花
々
。
下
の
花
壇
に
は
五
種
類
の
花
々
が
植

え
て
あ
り
、
見
る
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

昔
か
ら
花
の
あ
る
家
に
住
み
た
か
っ
た
と
い
う
高
崎

さ
ん
は
子
育
て
も
一
段
落
、
子
供
の
頃
か
ら
の
夢
を
実

現
さ
せ
よ
う
と
三
年
前
か
ら
花
を
植
え
始
め
た
。

「
よ
く
庭
で
花
を
育
て
て
外
か
ら
見
え
な
い
よ
う
に

し
て
い
る
家
が
あ
る
ん
で
す
が
、
せ
っ
か
く
き
れ
い
に

咲
い
て
い
る
ん
だ
し
、
み
ん
な
に
見
て
も
ら
っ
た
方
が

い
い
と
思
っ
て
」

植
え
て
あ
る
花
は
み
ん
な
外
へ
向
け
、
形
よ
く
整
っ

て
い
る
。
最
初
は
少
し
だ
け
や
っ
て
い
た
の
が
、
年
を

重
ね
る
に
つ
れ
、
工
夫
が
加
わ
り
、
こ
れ
で
二
年
連
続

の
「
花
と
緑
の
街
角
賞
」
を
受
賞
し
て
い
る
。
花
を
育

高
崎
ス
ミ
子
さ
ん

て
る
手
に
も
力
が
は
い
る
。

「
毎
日
、
花
を
見
る
の
が
楽
し
く
っ
て
。
世
話
を
し
て

い
る
と
時
間
の
た
つ
の
も
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
暇
な

時
は
花
壇
の
デ
ザ
イ
ン
を
つ
い
つ
い
考
え
て
し
ま
う
ん

で
す
よ
」

最
近
で
は
、
孫
を
連
れ
た
近
所
の
お
年
寄
な
ど
が
花

を
見
に
来
る
な
ど
憩
い
の
場
と
も
な
っ
て
い
る
。

「
み
ん
な
に
見
に
来
ら
れ
る
と
い
い
意
味
で
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
親
ま
れ
る
い
い
花

壇
を
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

街
角
を
彩
る
花
壇
、
こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
そ
う
で
す
。

小
杉
町

街
f
T

、
;
花
一
輪

ウ
イ
ン
ド
ポ
ピ

l
、
パ
ン
ジ
ー
、

キ
ン
ギ
ョ
草
、
チ

ュ
ー
リ
ッ
プ
と
色
鮮
か
な
花
々
が
道
を
彩
ど
る
こ
こ
小

杉
町
中
太
閤
山
。
道
端
に
備
え
つ
け
て
あ
る
五
十
余
り

の
ポ
ッ
ト
が
見
る
人
々
の
心
を
な
ご
ま
せ
て
く
れ
ま
す

そ
の
五
十
余
り
あ
る
ポ
ッ
卜
に
植
え
る
草
花
の
技
術

的
な
指
導
を
し
て
い
る
の
が
、
花
の
あ
る
暮
ら
し
が
し

て
み
た
く
て
こ
こ
に
移
り
住
ん
だ
と
い
う
医
・師、

摂
津

浩
二
さ
ん

M
で
す
。
な
に
し
ろ
、
摂
津
さ
ん
は
医
者
に

な
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
多
介
園
芸
家
に
な
っ
て
い
た
だ

ろ
う
と
い
う
ほ
ど
の
花
好
き
。
そ
れ
が
こ
う
じ
て
「
町

の
通
り
に
も
花
を
」
と
自
ら
が
中
心
と
な
っ
て
花
の
指

導
に
あ
た
っ
て
き
ま
し
た
。

「
街
を
歩
い
て
い
て
、
ふ
と
、
気
が
つ
い
た
ら
そ
こ
に

花
が
あ
る
。
し
か
も
、
た
だ
ド
パ
ー
と
咲
い
て
い
る
だ

け
じ
ゃ
な
く
て
、

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
あ
る
よ
う
な
。
そ
ん

な
お
酒
落
な
町
に
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
」

摂
津
さ
ん
の
花
づ
く
り
の
基
本
は
デ
ザ
イ
ン
か
ら
。

摂
津
浩

一さ
ん

い
わ
ば
キ
ャ
ン
パ
ス
に
絵
を
書
く
よ
う
な
も
の
で
す
と

い
う
だ
け
あ
っ
て
見
る
人
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま

す
。
ま
た
、
医
者
の
立
場
か
ら
も
花
づ
く
り
を
す
す
め

て
お
り
、
小
学
校
の
花
壇
作
り
な
ど
に
も
一
役
買
っ
て

い
ま
す
。

「
よ
く
花
の
手
入
れ
を
し
て
い
る
と
、

『た
い
へ
ん
だ

ね
』
と
か
、

『
一
生
懸
命
や
っ
て
い
る
ね
」
と
声
を
か
け

て
く
れ
る
ん
で
す
が
、
そ
れ
よ
り
も

『
き
れ
い
な
花
で

す
ね
』
と
声
を
か
け
て
く
れ
る
ほ
う
が
よ
っ
ぽ
ど
う
れ

し
い
ん
で
す
よ
園
芸
好
き
に
は
」

花
を
愛
す
る
摂
津
さ
ん
の
花
づ
く
り
。
街
は
き
れ
い

な
花
が
彩
り
を
添
え
て
い
ま
す
。
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県民生活課

ゾぺ下?、こ/Jf時、私達~ドアZ々々、
室山博子さん(富山市)

主選
!三税

事U3
用で
下よし
寸

〆

多
か
っ
た
で
す
ね
。
県
で
は
生
活
に
密
着
し
た
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、
洗
剤
な
ど
五
十
二
品
目
の

商
品
に
つ
い
て
価
格
調
査
を
行
い
、
便
乗
値
上
げ
が

な
い
か
を
監
視
す
る
と
と
も
に
調
査
結
果
を
新
聞
に
載

せ
た
り
も
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
日
頃
か
ら
商
品
の

価
格
に
関
心
を
お
持
ち
に
な
リ
、
便
乗
値
上
げ
を
防
ぐ

た
め
に
賢
い
消
費
者
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

室
山
・
ス
ー
パ
ー
の
ち
ら
し
の
内
容
が
、
実
際
に
買
い

に
行

っ
て
み
る
と
違
っ
て
い
た
リ
す
る
こ
と
も
あ
リ
ま

す
ね
。

ー

l
う
そ
や
誇
大
な
広
告
で
客
寄
せ
を
す
る
よ
う
な
ち

ら
し
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
そ
の
庖
に
電
話
し
た
り
、
直

接
出
向
い
て
改
善
の
指
導
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
物

価
安
定
に
つ
い
て
、
県
民
啓
発
の

一
環
と
レ
て
、
グ
物

M

価
パ
ス
教
室
。
の
開
催
や
情
報
誌
「
物
価
と
く
ら
し
」

を
毎
月
発
行
し
て
い
ま
す
。
特
に
人
気
が
あ
る
の
は
物

価
パ
ス
教
室
で
、
皆
さ
ん
に
実
際
に
卸
売
市
場
な
ど
流

通
機
構
を
見
学
し
て
も
ら
い
、
価
格
決
定
の
仕
組
み
に

つ
い
て
、
理
解
が
深
ま
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

レポーター

室

山

.
消
費
税
や
そ
れ
に
伴
う
便
乗
値
上
げ
を
防
ぐ
た

め
に
、
県
で
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

|
|
県
民
の
皆
さ
ん
の
疑
問
や
苦
情
に
お
答
え
す
る
た

め
に
、
今
年
の
四
月

一
日
か
ら
か
消
費
税
ダ
イ
ヤ
ル
。

を
設
け
て
い
ま
す
。
四
月
の

一
ヶ
月
間
に
三
八
O
件
も

の
電
話
が
あ
リ
ま
し
た
。
中
に
は
、
お
話
が

一
時
間

に
も
わ
た
る
も
の
も
あ

っ
た
ん
で
す
よ
。
や
は
リ
、
新

し
い
税
制
だ
け
に
、
消
費
税
の
仕
組
み
に
つ
い
て
の
問

い
合
わ
せ
や
便
乗
値
上
げ
で
は
な
い
か
と
い
う
も
の
が

喜重
開

百
日
運

室

山

.
去
年
交
通
事
故
死
者
数
が
十
四
年
ぷ
リ
に
百
人

を
突
破
し
て
い
ま
す
ね
。

|
|
県
内
の
交
通
事
故
に
よ
る
死
者
の
四
割
近
く
が
お

年
寄
リ
の
方
な
の
で
す
。

そ
こ
で
、

お
年
寄
リ
を
事
故

か
ら
守
る
た
め
に

。
交
通
安
全
こ
と
ぷ
き
県
民
運
動
。

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
特
に、

今
年
の
新
し
い
企
画
と

し
で
か
市
町
村
別
高
齢
者
無
事
故
百
日
運
動
。
を
行

っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
市
町
村
ご
と
に
高
齢
者
の
人
口

に
対
す
る
交
通
事
故
件
数
の
比
率
を
調
べ
て
、

発
生
率

の
低
い
市
町
村
を
表
彰
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の

他
に
も
病
院
等
で
の
診
察
の
際
に
お
医
者
さ
ん
か
ら
交

通
安
全
を
呼
び
か
け
て
も
ら
う
な
ど
き
め
の
細
か
い
啓

発
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

室

山

.
そ
の
他
、
県
民
生
活
課
て
は
ど
の
よ
う
な
仕
事

を
な
さ
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

|
|
土
地
対
策
の
仕
事
が
あ
リ
ま
す
。
例
え
ば
、
地
価

の
上
昇
率
の
高
い
富
山
駅
周
辺
を
監
視
区
域
に
指
定
し

て
、
そ
の
区
域
で
三
百
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
土
地
取

引
を
行
う
場
合
は
、
県
知
事
へ

の
届
け
出
を
義
務
づ
け

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
取
引
価
格
が
不
当
に
高
く
な
ら

な
い
よ
う
に
監
視
し
て
い
ま
す
。

室
山
・
な
か
な
か
大
変
な
仕
事
ぱ
か
リ
で
す
ね
。

|
|
県
民
生
活
課
は
、
県
民
生
活
に
密
着
し
た
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。
知
事
が
よ
く
言
っ
て

い
ま
す
よ
う
に
「
県

庁
は
県
民
の
デ
パ
ー
ト
」
て
す
。
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ

お
気
軽
に
利
用
し
て
下
さ
い
。

室

山

.
は
い
。
県
民
の
立
場
に
立
っ
て
考
え
て
い
た
だ

け
る
の
は
大
変
嬉
し
い
こ
と
で
す
。
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ふるさと
みてある

宇奈月町の概要
人 口 7.359人(4月1日現在)

面積 341.20krrf 
黒部峡谷を中心とする山岳地帯と下流の扇状地平野の扇頂部介

からなる宇奈月町。黒部峡谷は神秘に満ちた渓谷美を見せ、湯にけ

むる宇奈月温泉は県内最大の湯泉地として発展している。さらに、

芸術性豊かなブロンズ像を設置し、安らぎと潤いに満ちた魅力ある

湯泉街づくりに力を入れている。

'1ぐ
a 
Zさ~
ぇa、
月
間J

今
、
黒
部
峡
谷
は
新
緑
の
季
節
。
黒
部
峡
谷
鉄
道
の

ト
ロ
ッ
コ
に
揺
ら
れ
て
い
く
と
、
鮮
や
か
な
緑
が
目
に

し
み
る
。

•• 
0
 

-・圃・・・

人
の
総
合
登
山
家

「
小
さ
い
時
か
ら
親
の
手

一
伝
い
で
炭
焼
き
小
屋
ま
で
登

っ
て
た
け
ど
、
目
的
を
持
っ

て
登
山
を
始
め
た
の
は
二
十

三
の
時
か
ら
か
な
。
」
と
語
る

山
岳
ガ
イ
ド
の
高
嶋
石
盛
さ

ん
倒
。
黒
部
川
水
系
の
山
々

六
十
三
年
に
は
宇
奈

月
農
村
活
性
化
セ
ン
タ

ー
が
オ
ー
プ
ン
し
て
、

商
品
化
へ
の
設
備
は
整

っ
て
い
る
。

「
き
ぴ
も
ち
、
き
び
お

こ
し
、
き
び
茶
は
も
う

製
品
化
し
て
出
し
と
る

が
だ
け
ど
、
他
に
も
お

は
ぎ
、
だ
ん
ご
、
ク

ッ

キ
ー
の
作
リ
方
も
研
究
し
と
る
が
ん
ぜ
。
」
製
品
は
ま
だ

イ
ベ
ン
ト
に
出
し
て
い
る
く
ら
い
だ
が
、

評
判
は
上
々
だ
。

「
機
械
で
は
刈
リ
取
れ
ん
が
で
、
た
く
さ
ん
で
き
ん
が

や
け
ど
、
も

っ
と
数
増
や
し
て
み
や
げ
品
と
し
て
売

っ

て
い
き
た
い
ち
ゃ
。
」
新
し
い
特
産
物
と
し
て
、
宇
奈
月

町
の
期
待
は
大
き
い
。

'E
区
忌
司
〉

C
E
-尽
抱

ad--A
-
品

情

幻

ν

4
ノ
晶
虫
よ

IH--

『
愛
本
橋
近
く
の
茶
庖
に
お
光
と

い
う
美
し
い
娘
が

い
た
。
あ
る
日
お
光
は
若
者
に
身
を
変
え
た
大
蛇
に
連

れ
ら
れ
、
行
方
不
明
に
な
っ
た
。
三
年
を
経
て
帰
っ
て
き

た
お
光
は
、
蛇
の
姿
と
な
リ
お
産
を
し
た
。
蛇
の
姿
を

親
に
見
ら
れ
た
た
め
縁
を
切
リ
、
ち
ま
き
の
作
リ
方
を

教
え
て
黒
部
川
の
水
底
深
く
姿
を
隠
し
て
し
ま
っ
た
。
』

宇
奈
月
愛
本
地
区
に
は
こ
の
よ
う
な
大
蛇
伝
説
が
残

っ
て
お
リ
、
昨
年
か
ら
は
こ
れ
に
ち
な
ん
て
、

六
月
二

十

一
日
に
仮
装
行
列
が
行
わ
れ
て
い
る
。

「
伝
統
的
な
も
の
を
残
し
て
い
く
に
は
、
何
か
イ
ベ
ン

ト
を
や
ら
な
き
ゃ
だ
め
で
す
ね
。
」
と
語
る
の
は、

宇
奈

に
足
を
踏
み
入
れ
て
二
十
年
と
い
う
、

ン
だ
。

山
に
登
リ
始
め
た
き
っ
か
け
は
と
言
え
ば
、
「
自
分

の
住
ん
で
る
所
な
の
に
、
納
得
で
き
る
記
録
が
な
い
ん

だ
よ
。
そ
の
う
ち
、
溜
め
て
あ
る
写
真
や
記
録
を
発
表

し
よ
う
と
思
っ
と
る
よ
。
」
高
嶋
さ
ん
が
蓄
積
し
て
い
る

記
録
は
相
当
の
も
の
ら
し
い
。

「
例
え
ば
雷
鳥
の
数
は
わ
か
っ
て
い
て
も
、
ど
の
辺
リ

ま
で
降
リ
て
く
る
か
は
全
然
知
ら
れ
て
い
な
い
し
、
従

来
の
登
山
道
か
ら
ち
ょ
っ
と
奥
ヘ
入
っ
た
写
真
は
あ
ま

リ
出
さ
れ
て
い
な
い
よ
。
登
山
ル
ー
ト
と
か
、
動
植
物

の
分
布
状
況
を
表
わ
し
た
資
料
も
ま
だ
ま
だ
だ
ね
。
」
登

山
が
お
も
し
ろ
く
て
仕
方
な
い
と
い
う
様
子
だ
。

「
小
さ
い
時
か
ら
や
っ
と
る
か
ら
、
岩
登
リ
、
河
原
歩

き
、
や
ぷ
歩
さ
と
か
総
合
的
な
技
術
は
持
っ
と
る
ち
ゃ
。

問
題
は
体
力
の
維
持
だ
け
だ
わ
。
」
な
に
し
ろ

一
年
の
う

ち
二
百
日
は
山
に
入
っ
て
い
る
山
男
。
そ
れ
で
も
悩
み

は
あ
る
。
総
合
的
な
登
山
を
す
る
人
が
い
な
い
そ
う
で
、

後
継
者
難
が
悩
み
の
種
。

「
黒
部
川
水
系
の
谷
筋
・尾
根
を
覚
え
る
だ
け
で
二
十

年
か
か
っ
た
し
、
記
録
も
ま
だ
十
分
だ
と
は
思
っ
と
ら

ん
か
ら
ね
。
ど
っ
か
に
後
継
い
で
く

れ
る
人
お
ら
ん
か
ね
え
。
」
宇
奈
月
の

山
々
は
、
高
嶋
さ
ん
に
次
ぐ
登
山
家

を
待
っ
て
い
る
。

登
山
の
ベ
テ
ラ

研
究
熱
心
な

宇
奈
月
の

お
か
あ
ち
ゃ
ん

新
し
い
特
産
品
い
な
き
び

月
商
工
会
の
長
谷
川
さ
ん
。
大
蛇
行
列
は
商
工
会
が
中

心
と
な

っ
て
呼
び
か
け
、
地
元
の
人
は
ほ
ぼ
全
員
が
参

加
。
蛇
は
長
崎
く
ん
ち
の
よ
う
に
、
数
人
が
下
か
ら
棒

で
操
る
も
の
で
、
愛
本
橋
下
か
ら
愛
本
姫
社
で
待
つ
嫁

を
迎
え
に
行
く
形
て
町
内
を
練
り
歩
く
。

「
地
元
の
人
が
皆
さ
ん
頑
張

っ
て
く
れ
ま
し
て
ね
、

一

回
目
と
し
て
は
満
足
い
く
も
の
が
で
き
ま
し
た
。
は
じ

め
、
お
光
の
役
が
な
か
な
か
決
ま
ら
ん
で
ね
、
前
日
の

¥
。

J 
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「
い
な
き
び
の
生
産
が
本
格
化
し
た
の
は
、
昭
和
六
十

年
ご
ろ
か
ら
で
ね
。
六
十

一
年
に
組
合
が
で
き
た
ん
や

ち
ゃ
。
」
宇
奈
月
で
は
、
む
ら
お
こ
し
活
動
と
し
て
い
な

さ
び
の
特
産
化
を
進
め
て
い
る
。
そ
の
中
心
と
な

っ
て

い
る
の
が
、
「
ひ
ぱ
リ
野
グ
ル
ー
プ」
を
は
じ
め
と
す
る

婦
人
グ
ル
ー
プ
。
そ
こ
で
、
い
な
き
ぴ
生
産
組
合
組
合

お

お

せ

ま

ち

長
の
大
勢
待
み
な
子
側
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。

「
他
の
と
こ
で
も
作
っ
と
る
け
ど
、
こ
ん
な
き
れ
い
な

黄
色
に
な
る
が
は
こ
こ
だ
け
み
た
い
で
ね
。
い
ろ
ん
な

所
か
ら
種
を
わ
け
で
く
れ
言
う
て
き
て
、
大
変
だ
わ
。
」

誌
は
き
び
だ
ん
ご
て
有
名
な
イ
ネ
科
の
一
年
草
て
、
米

よ
リ
も
小
さ
く
て
丸
い
形
を
し
た
穀
物
。
い
な
さ
び
は

そ
の

一
種
だ
。

週
夜
に
や
っ
と
決
ま
っ
た
ん
で

三
す
よ
。
」
と
苦
労
話
も
。
名
物

品「
ち
ま
き
」
の
人
気
も
手
伝
い

ら当
日
は
大
盛
況
。

「
小
中
学
生
が
参
加
し
て

占
く
れ
る
の
が
、

一
番
大
事
で

す
よ
。
小
さ
い
時
か
ら
故
郷

を
愛
す
る
心
を
育
て
て
い
き

た
い
で
す
か
ら
ね
。
」
む
ら
お
こ
し
、
過

疎
対
策
も
か
ね
て
い
る
よ
う
だ
。

「
今
年
の
案
も
も

う
出
て
い
る
ん
で

す
よ
。
お
光
が
腹
ん
て
い
る
と
こ
ろ
も

や
ろ
う
と
か
ね
。
」
今
年
も
意
欲
満
々
。

愛
本
橋
に
、
新
し
い
伝
統
が
生
ま
れ
つ

つ
あ
る
。

17 



万
一
に
備
え
て
4
つ
の
心
構
え

ー
、
わ
が
家
の
危
険
度
を
確
認

3
、
避
難
場
所
を
決
め
て
お
く

一瞬のうちに家や田畑、

人命までを土砂の底に埋めてしまう

恐ろしい土砂災害。

この土砂災害には、大きく分けて

3つの種類(土石流・地すべり・かけ崩れ)が

らは時め
避限にてふ
難り、おだ

- ...-. 場ま家きん
a 緬，丸一 所せ族まか， ~~'Y ，、 をん全しら

F ・......‘ 決 。員 よ 避.， m めそがう難
フ てん家 。場

，.. r<宮、 お な に い 所
... ~一一円......白血~ け時そざ
f 1 ~~\;; ~引円;、円内町、~'II ば lこ ろ 災 i睦
¥..'¥.山辺mnnnnlH"1f安もつ害難

atBh' f' 心 ふてが経-_.，' でだい起路
す ん る き を
。カ、と fこ決:

土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
、
ま

ず
自
『
分
の
家
の
ま
わ
り
を
よ
く
調
べ
、
危
険

箇
所
の
有
無
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

.ノ・J
ノ

2
、
大
雨
の
時
は
、
要
注
意

4
、
緊
急
避
難
の
際
に
は

18 

例
え
ば
土
石
流
は
、
流
下
速
度
が
速
い
た

め
、
流
れ
を
背
に
し
て
逃
げ
た
の
で
は
追
い

つ
か
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
土
石

流
が
発
生
し
た
場
合
は
、
流
れ
と
直
角
の
方

向
に
逃
げ
る
の
が
鉄
則
で
す
。

例
え
ば
土
石
流
の
場
合
は
、
場
所
に
よ
っ

て
多
少
の
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
降
雨
量
が

一
時
間
に
二
十
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上
、
ま
た

は
降
り
始
め
て
か
ら
百
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
を
超

え
る
と
要
注
意
で
す
。
ま
た
、
長
い
雨
の
後

に
強
く
降
っ
た
り
し
た
と
き
も
危
険
で
す
。

と
に
か
く
、
ふ
だ
ん
か
ら
気
象
情
報
に
注
意

し
、
あ
ぶ
な
い
と
思
っ
た
ら
、
早
め
に
逃
げ

ま
し
ょ
う
。

'
i
l
l-
、

1
1
1
1
11
 

1
1
11
1
 

ト
k

l
l
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池田噂
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i
l
l
-
い
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、
刊
¥
F
'
i
l
-
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M川

1R
ぃ
院
恥

hJ
い
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1
1
1
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l
l
l

p

i

/
/
f
F
o
i-

、

I1M
WX
レU

1
hW
AW
l
-m
-

あります。

土砂災害は緑ゆたかな国土に醜いツメ跡を残し、

尊い人命を奪い、耕地を埋め、家屋や道路、鉄道を破壊します。

県下における土砂災害危険箇所は、

昭和61年から62年にかけて実施した調査の結果約1600箇所あり、
昭和の年代に発生した土砂災害は

約3501:午にも及んでいます。
県では従来から積極的に対策工事を実施しているところですが、

施設の整備はまだまだ立ち遅れています。

土砂災害から尊い人命を守るためには、

施設の築造だけでなく、みなさん一人ひとりの

日頃からの十分な理解と備えが重要です。

「土砂災害防止月間」はこのような主旨から、

国・都道府県・市町村が一体となって昭和田年から

しているものです。6月1日から30日までの1ヵ月間、
県では、危険箇所のパトロール、土砂災害に関する

写真展、工事現場の見学会等を計画しています。

みなさんの積極的な参加をお願いいたします。
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7
月
日
日
(
火
)
「
あ
る
売
薬
人
に
学
ぶ
」
|

国際化のあり方
l

7
月
日
日
(
木
)
「
医
学
の
進
歩
を
皆
さ
ん
の
健
康
へ
」

7
月
日
日
(
土
)
ぷ
を
育
て
β
一

7
月
日
日
(
月
)
「
感
謝
の
生
活
」

-時間午前6時30分- 8時

・会場県民会館304号室

・定員 200名

古申し込み 6月12日(月)より、資料代300円を添えて

県民カレッシ、へo

TE L 0764(41 )8635(代表)

ヴ
!
と
パ
1
司ハルペ

d/!

)t 
ω 
出
観
察
修
鱈

お
ど
ン

県
営
ゴ
ン
ド
ラ
ス
キ

l
場
の
隣
、
緑
の
樹

々
に
固
ま
れ
た
家
族
旅
行
村
の
中
に
十
八
棟

(
四
人
用
十
五
棟
、
八
人
用
三
棟
)
の
貸
別

荘
が
あ
.
り
ま
す
。
中
は
パ
ス
、
ト
イ
レ

、
キ

ッ
チ
ン
が
揃
っ
て
お
り
、
外
で
は
キ
ャ
ン
プ

フ
ァ
イ
ヤ
|
、
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
も
で
き
ま
す
。

家
族
連
れ
や
グ
ル
ー
プ
で
利
用
す
る
の
に
最

適
で
す
。

V
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、
立
山
山
麓

家
族
旅
行
村
管
理
事
務
所

宮

(
0
7
6
4
・
引
・

1
7
4
8
)

〆〆

/

ん
，

y
 

r
r
f
h
H
h
u

〆
‘

，.‘
i

・

，，，
e

〆
'
t
.

の
お
知
ら
せ

県
内
在
住
者
及
び
本
県
出
身
者
を
対
象

と
し
た
本
県
最
大
の
公
募
展
で
、
日
本
画
、

洋
画
、
彫
刻
、
工
芸
書
、
写
真
の
六
部
門

の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

-
期
間
六
月
十
日
出
l
六
月
十
六
日
制

・
場
所
富
山
県
民
会
館

20 

主し E募締集主主 品普学通信教受通 b ど『ZP
人講料 開べ 講~1-一口

は切数 育一 日審暗守

E県 七百書写合て高生座し
月名 初価

宇募と
物価

活日 翌る

諜 年礎基

百 長日集
21 

~ 
ワ I

コI

つふ I

どめ I

ワ
ー
プ
ロ
、
パ
ソ
コ
ン
の
講
座
の
受

講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

-
期
間
半
日
三
回

・
場
所
富
山
県
情
報
教
育
セ
ン
タ
ー

※
問
い
合
わ
せ
情
報
教
育
セ
ン
タ
ー

合

0
7
6
6
l
mー

7
1
6
1



高齢者の

交通事故防止.ノ

県
で
は
、
四
月
一
日
か
ら
一
年
間
「
高
齢

者
の
交
通
安
全
、
み
ん
な
の
力
で
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
交
通
安
全
。
こ
と
ぶ
き
。
県
民
運

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
高
齢
者
事
故
が
多
発
し
て

い
る
現
状
に
対
処
す
る
た
め
、
高
齢
者
の
交

通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
安
全
な
交
通

行
動
の
確
立
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
、
職

域
、
家
庭
ぐ
る
み
で
正
し
い
交
通
ル

l
ル
と

マ
ナ

l
の
実
践
を
習
慣
づ
け
、
県
民
総
ぐ
る

み
で
交
通
事
故
防
止
を
徹
底
す
る
こ
と
を
目

的
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

@
高
齢
歩
行
者
の
交
通
事
故
防
止

@
高
齢
自
転
車
利
用
者
の
交
通
事
故
防
止

@
高
齢
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止

を
目
標
に
運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
歩
行
者
の
皆
さ

ん
、
お
互
い
に
思
い
や
り
と
ゆ
ず
り
あ
い
を

も
っ
て
悲
惨
な
交
通
事
故
を
み
ん
な
の
力
で

な
く
し
ま
し
ょ
う
。

¥、、い
¥
1

¥ト、¥、

τみ
よ
い
家
づ
く
り
資
金
融
£

-
融
資
限
度
額
/
新
築
三
百
二
十
万
円

改
良
・
中
古
二
百
万
円

・
融
資
利
率
/
五
%

-

償

還

期

間

/

新

築

二

十

年

以

内

改
良
・
中
古
十
年
以
内

・
対
象
住
宅
/
老
人
同
居
住
宅
、
耐
雪
住
宅
、

断
熱
構
造
化
住
宅
等

婦人週間のつどい

ニューヨーク州知事夫人表敬訪問

{
優
良
宅
地
取
得
資
金
融
資
}

-
融
資
限
度
額
/
二
百
五
十
万
円

・
融
資
利
率
/
五
%

-
償
還
期
間
/
二
十
年
以
内

-
対
象
宅
地
/
富
山
県
住
宅
供
給
公
社
の
造

成
し
た
団
地
内
の
宅
地
及
び

県
の
太
閤
山
住
宅
団
地
内
の

宅
地

※
詳
し
く
は
、
富
山
県
住
宅
供
給
公
社

(
O

七
六
四
|
三
二
l
五
二
ニ
ご
、
又
は
県
庁

建
築
住
宅
課
へ

二上大橋開通式

東洋医学推進懇談会

創意工夫功労者、創意工夫育成功労学校表彰式

富山県総合情報センター設立総会

科学技術フォーラム

富山県がん対策推進本部会議

「国際児童年j10周年記念フォーラム

m
M
m
H
a
H
回

M

U
円

η
締

却

鑓

n
m
n
鱒

nmmH

必
昌
司

令

anaT
A-
-
a勾

⑨
な
お
、
こ
れ
ら
の
大
麻
や
け
し
を
発

見
し
た
場
合
に
は
、
最
寄
り
の
保
健
所

か
警
察
署
へ
連
絡
し
て
下
さ
い
。

不
正
大
麻

け
し

撲
滅
運
動
私

〈
大
麻
〉
一
般
に
「
あ
さ
」
と
呼
ば

れ
、
幻
覚
物
質
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、

栽
培
す
る
に
は
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。け

し
は
「
ひ
な
げ
し
」
の

よ
う
に
植
え
て
よ
い
も
の
と
、
「
ア
へ
ン
」

を
含
ん
で
い
る
た
め
栽
培
が
禁
止
さ
れ

て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

例
年
、
植
え
て
は
い
け
な
い
け
し
を

間
違
っ
て
観
賞
用
に
栽
培
し
て
い
る
例

が
見
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
注
意
し
て
下

さ
い
。

〈
け
し
〉土

曜
閉
庁
の
お
知
ら
せ

毎
月
第
2
・
第

4
土
曜
日
は
、
県
の
機
関
は
休
み
に
な
り
ま
し
た
。

@
た
だ
し
、

次
の
機
関
は
、
今
ま
で
通
り
で
す
。

-
旅
券
セ
ン
タ
ー
・
病
院
・
福
祉
施
設

-
ス
ポ
ー
ツ
施
設
・
小
中
高
等
学
校

-
図
書
館
・
美
術
館
な
ど

派
出
所

駐
在
所
は

身
近
な
相
談
室

家
庭
を
訪
問
し
た
警
察
官
や
最
寄
り
の
派

出
所
、
駐
在
所
の
警
察
官
に
お
気
軽
に
御
相

談
下
さ
い

。

V
犯
罪
の
予
防
や
各
種
事
故
の
防
止

V
交
通
安
全
や
取
締
り
等
に
つ
い
て
の
要

望
・
意
見

V
不
正
な
高
品
を
買
っ
て
困
っ
た
時

V
家
族
の
心
配
ご
と
や
悩
み
ご
と

こ
の
ほ
か
、
家
出
、
酔
っ
ぱ
ら
い
、
公
害

や
騒
音
迷
惑
事
案
等
ど
ん
な
こ
と
で
も
遠
慮

な
く
申
し
出
て
下
さ
い
。

22 

日 曜 場 所 時 問

八尾町役場前 10 : 00 -13 : 30 
木

八尾町中央公民館前 14:00-15:30 

富山駅前 10: 00 -16 : 00 
3 土

高岡駅前 10:00-15:30 

富山駅前 10: 00 -16 : 00 
4 日

高岡駅前 10:00-15:30 

5 月 立山町役場前 10:00-15:30 

富山西武前 10:00-16:00 
10 土

滑川市「エール」ショッピングセンター前 10:00-15:30 

11 日 富山西武前 10:00-16:00 

12 月 城端町役場前 10:00-15:30 

17 土 富山市「アピタ」シヨツヒ。ンクeセンター前 1 0 : 00 -16 : 00 

18 日 富山市中央通り(さんぽーろ前) 10:00-16:00 

19 月 福光町役場前 10:00-15:30 

21 水 氷見市役所前 10:00-15:30 

富山駅前 1 0 : 00 -16 : 00 
24 土

高岡駅前 10:00-15:30 

25 日 高岡駅前 10:00-15:30 

26 月 福野町役場前 10:00-15:30 

元成元年6月街頭献血

富山県総合開発審議会計画推進部会

県土美化推進県民会議

鯉のぼり掲揚

砺波学圏竣工式

「みどりの日」苗木配布

県民緑花カレッジ開講記念講演会

とやまフラワーアート'89-新

23 

'89立山山麓グリーンドキュメン卜

遼寧省友好代表団表敬

「とやま賞」贈呈式



新開N:Wst!R
・北日本、富山、読売、北陸中日

毎月第E土曜日

「県からのお知らせJ

毎月最終土曜日

「みんなの県政」

・朝日、毎日

毎月第己、最終土曜日

「県からのお知らせ」

見てください・ 聞いてください、県からのホットニュース

6
月
号
も
く
じ

-R宇奈
月
の
山
男
、

高
嶋
さ
ん
は
と
て

も
魅
力
的
な
人
で
す
。
ニ
ッ
コ
リ
と
笑

っ
た
時
の
顔
は
、
今
て
も
忘
れ
ら
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
山
で
の
災
害
の
話
に

な
る
と
、
う
っ
て
か
わ
っ
て
厳
し
い
顔

に
。
そ
の
顔
が
ま
た
忘
れ
ら
れ
な
い
く

ら
い
真
険
な
顔
て
、
力
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
切
る
子
が
、
思
わ
ず
止
ま
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
高
嶋
さ

ん
に
は
、
ぶ
っ
き
ら
ぼ
う
だ
け
ど
優
し

い
山
男
と
い
う
形
容
が
ぴ
っ
た
リ
く
る

よ
う
で
す
。

(
M
)

食
初
め
ま
し
て
/
今
年
の
四
月
か
ら
社

会
人
に
な
っ
た
グ
ビ
力
ビ
力
の

一
年
生
。

で
す
。
今
回
初
め
て
こ
の
「
月
刊
誌
県

広
報
と
や
ま
」
の

一
コ
ー
ナ
ー
を
担
当

し
、
ヘ
え
|
、
こ
う
や
っ
て
本
が
編
集

さ
れ
て
い
く
の
ね
え
ー
と

一
人
て
感
心

し
て
い
ま
し
た
。
ま
だ
先
輩
に
い
わ
れ

る
ま
ま
の
私
で
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
/
(
N
)

女
中
国
か
ら
の
お
客
さ
ん
を
迎
え
て
の

植
樹
祭
。
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、

日
中
友
好
の
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

み
ん
な
が
回
涯
を
飲
ん
で
見
守
っ
た
キ

ジ
の
放
鳥
シ

l
ン
。
緊
張
の
あ
と
、
キ

ジ
が
勢
い
よ
く
飛
ん
で
い
き
ま
し
た
。

と
、
そ
の
後
、
な
ぜ
か
笑
い
が
。
な
ん

と
キ
ジ
の
卯
が
箱
の
中
に
あ
っ
た
の
で

す
。
キ
ジ
が
残
し
た
日
中
友
好
の
卯
に

思
わ
ず
盛
り
上
が
っ
た
ワ
ン
力
ッ
ト
で

し
た
。
(
T
)

表表
2 李氏

大
辻
山
ハ
イ
キ
ン
グ

エ
ッ
セ
イ
孫
久
富

ひ
と
田
尻
睦
子

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

①
遼
寧
省
5
周
年
記
念

②
映
画

『熱
き
ま
な
ざ
し
』
砺
波
口

ケ
開
始

③
植
樹
祭

④
二
上
大
橋
完
成

特
集
/
緑
豊
か
な
県
土
を
つ
く
る

-・・・圃・・園田・・・・・圃・・--・・・・圃置
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みなさんの相談窓口
・~LJ:柏崎岨喧4・ g貫主主調周回町.F..
消費生活センター 富山県受通事担相談所東別館T階

富山市安住町7-18 宮 (0764)31-41竹内759

安住町第一生命ビル内

〈一般相談は〉

告 (0764)32-9233
〈金融相談は)

ft(0764)33-3252 

消費生活センター高岡支所

高岡市本丸町7-1
本丸会館内

宮 (0766)25-2777

-哩IUJ~哩=・E・r~.

-・I~;~高温・E・r=.司・・

高齢者や家族の心配ごと、

悩みごとに富山県高齢者

総合相談センター

富山市舟橋南町5-]4
社会福祉会館内

宮 (0764)41 -4 1 1 0 

覚

談

九
J

-
相

川
口

法
な
化
、
l

商
ん

lv1

質
ど
。
切
。

悪
、
す

一一
己

.
ど
ま

ヨ
4

題

な

じ

心

問

剤

応

市

庭
一い
も

ω

家
せ
に

宮

P 
2 

ラジオ広報R ADIO
・FMとやま

「ふれあいホットライン」

県内各地からホットな話題をク

リアなサウンドでおとどけしま

す。

毎週月~金曜日 AM9 : 30~9 : 35 

P 
6 

P 
12 

T
O
Y
A
M
A
 

県
庁
探
訪
県
民
生
活
課

ふ
る
さ
と
み
で
あ
る
記

宇
奈
月
町

県
か
ら
の
お
知
ら
せ

編
集
後
記

p
I
N
 U 
P 

P 
14 

P 
16 

P 
18 

24 

P 
24 

-・・・・・・.~;~・個・・.IIR..F.・・・・・・・・
富山市新総曲輪卜7(県庁内)

宮 (0764)3卜4111附
31-3131 (県民電話)

高岡市赤祖父211(総合庁舎内)

宮 (0766)21-9411附

魚津市新宿10-7(総合庁舎内)

宮 (0765)24-5311附

砺波市幸町卜7(総合庁舎内)

宮 (0763)33-5151附

テレビ広rv
・北日本放送毎週日曜日 AM8:00~8:30 
こんにちは「富山県です」

6/11 2000年国体へ選手強化計画

6/1日 自然を観察しょうねいの里

6/25 富山の河川、神通川をたずねて

・富山テレビ 毎週日曜日 AM9:00~9:30 
rll 0万人のひろばークイズ/フォー力ス・イン」

室

高岡地方県民相談室

魚津地方県民相談室

砺波地方県民相談室

Z唱，

言rR相民県

明
治
以
来
、
日
本
の
住
宅
デ
ザ
イ
ン
と
は
、
和
風

と
同
時
に
洋
風
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
近

代
日
本
を
象
徴
す
る
矛
盾
を
解
決
す
る
努
力
だ
っ
た
。

和
洋
共
存
、
和
洋
折
衷
、
様
々
な
技
法
、か
試
み
ら
れ

た
が
、
現
在
よ
う
や
く
一
つ
の
答
え
が
出
た
様
で
あ

とや
「富山の

る
。
そ
れ
は
和
風
で
も
な
く
洋
風
で
も
な
い
、
強
い

て
言
え
ば
両
者
の
統
合
、
融
合
で
あ
る
新
し
い
デ
ザ

街角の語部1~-ç
高畠邸 (昭和59年/設計 ・

イ
ン
の
確
立
で
あ
る
。
こ
の
住
宅
の
デ
ザ
イ
ン
は
そ

の
典
型
で
、
か
つ
、
極
め
て
完
成
度
の
高
い
作
晶
で

あ
る
。
同
時
に
、
富
山
の
住
宅
デ
ザ
イ
ン
に
は
、
雪

に
閉
ざ
さ
れ
る
冬
の
暮
ら
し
に
、
何
を
提
案
す
る
か

が
問
わ
れ
る
。
ガ
ラ
ス
で
覆
わ
れ
た
中
庭
、

ア
ト
リ

ウ
ム
と
い
う
形
の
、
冬
も
楽
し
め
る
雪
無
し
外
空
間

が
こ
こ
で
の
答
え
で
、

そ
れ
は
美
し
く
成
功
し
て
い

る
。
地
元
の
建
築
家
の
提
案
で
な
い
こ
と
が
、
私
に

は
残
念
で
あ
る
。

解
説
/
竺
覚
暁
(
工
学
博
士

・
金
沢
工
業
大
学
教
授
)

写
真
/
風
間
耕
司
(
日
本
写
真
家
協
会
会
員
)



未来に向かつて
街がおしゃれに動きはじめる

まちづくり月間
町月1日---30日[

公込富山県
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